
多摩産業人クラブ

他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
が
刺
激
に

会長インタビュー

塩野博万氏（塩野製作所社長）

　
―
現
在
の
景
況
感
は
。

　
「
ま
だ
ま
だ
実
体
経
済
は
追

い
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
為
替
変
動
は
む
し
ろ
円
安

に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
が
増
え
て

い
る
。
機
械
用
の
油
脂
類
、
工

具
は
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
。

さ
ら
に
電
気
料
金
の
引
き
上
げ

も
響
い
て
い
る
。
当
社
の
よ
う

な
金
属
加
工
で
は
大
手
企
業
の

業
績
が
波
及
す
る
に
は
６
―

月
程
度
は
か
か
る
の
で
は
な

い
か
」

　
―
多
摩
エ
リ
ア
の
特
色
や
強

み
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
半
導
体
や
理
化
学
機
器
な

ど
の
開
発
型
企
業
が
多
い
こ
と

が
特
徴
だ
。
た
だ
、
こ
れ
は
一

般
消
費
者
向
け
で
は
な
い
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｂ
製
品
の
た
め
、
企
業
の
設

備
投
資
が
一
巡
す
れ
ば
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
違
う
見
方
を
す
れ

ば
、
目
玉
と
な
る
産
業
が
な
い

の
が
弱
点
で
も
あ
る
。
技
術
は

最
先
端
の
も
の
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
京
浜
地
帯
か

ら
見
れ
ば
設
備
や
人
材
面
で
も

新
し
い
資
源
が
投
入
さ
れ
て
い

る
。
３
月
に
中
小
企
業
金
融
円

滑
化
法
が
終
わ
っ
た
。
モ
ノ
づ

く
り
補
助
金
制
度
を
積
極
的
に

利
用
し
て
い
る
企
業
も
増
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
ま
だ

余
力
が
あ
る
方
だ
ろ
う
が
、
家

族
の
み
で
や
り
く
り
す
る
個
人

企
業
は
厳
し
い
の
が
現
状
だ
」

　
―
中
小
企
業
の
産
業
振
興
策

に
何
を
求
め
ま
す
か
。

　
「
助
成
金
制
度
も
あ
る
が
、

仕
事
を
創
出
で
き
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
だ
。
内
需
を
ど
う
盛

り
上
げ
ら
れ
る
か
。
国
内
需
要

を
喚
起
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
も
っ
と
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
産
業
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
一
律
で

の
施
策
で
は
な
く
、
地
場
産
業

と
し
て
残
る
か
ど
う
か
判
断
す

る
。
例
え
ば
漆
器
、盆
栽
、鍋
な

ど
の
い
い
も
の
が
あ
る
。内
需

拡
大
と
同
時
に
海
外
に
売
れ
る

よ
う
な
も
の
を
作
ら
な
い
と
」

　
―
６
月
に
多
摩
産
業
人
ク
ラ

ブ
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ど

ん
な
会
に
し
て
い
き
た
い
で
す

か
。

　
「
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
た

い
。
情
報
共
有
で
き
る
仕
組
み

が
大
切
。
会
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
高
い
。
い
ろ
い
ろ
な
業

種
が
参
加
し
て
い
る
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
が
で
き

る
。
６
月
に
掛
川
産
業
人
ク
ラ

ブ
の
来
訪
を
受
け
た
が
、
企
業

見
学
や
交
流
会
は
全
員
参
加
型

で
活
気
が
あ
る
と
感
じ
た
。
他

の
地
域
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
は
、
商
工
会
議
所
、
金
融

機
関
な
ど
の
異
業
種
交
流
組

織
、
大
学
と
の
産
学
官
連
携
組

織
と
は
違
う
刺
激
が
受
け
ら
れ

る
」

　
―
今
後
の
可
能
性
は
。

　
「
中
小
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

が
集
ま
れ
ば
新
た
な
製
品
開
発

の
可
能
性
が
出
て
く
る
。
現
在

は

社
の
会
員
企
業
も
増
や
し

て
い
き
た
い
と
も
思
う
。
江
戸

っ
子
１
号
や
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー

の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
い
い
。
ま
た
、
人
材
面
で

の
取
り
組
み
も
で
き
る
と
思

う
。
多
摩
エ
リ
ア
に
は
理
工
学

系
の
大
学
が
多
く
立
地
し
て
い

る
。
中
小
企
業
は
求
人
や
人
材

育
成
で
課
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
も

多
い
。
例
え
ば
産
業
人
ク
ラ
ブ

と
こ
れ
ら
大
学
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
連
携
で
き
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
」
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次代を切り開く 特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

勝
て
る
モ
ノ
づ
く
り
追
求

「
広
域
多
摩
」
に
産
業
集
積
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
生
か
す

森
精
機
製
作
所
千
葉
事
業
所
を
見

学

年
２
月

工場見学など交流活発他地区クラブと相互に受け入れ
会
員
企
業
の
ト
ラ
イ
ヤ
ー

ン

東
京
都
東
大
和
市

の
工
場
を
見
学

年

月

　
２
０
１
０
年

月
に
発
足
し
た

多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ
。
設
立
時
は

会
員
数

人
、
平
均
年
齢

・
３

歳
と
若
手
経
営
者
を
中
心
に
発
足

し
た
。
多
摩
エ
リ
ア
は
大
企
業
の

製
造
・
開
発
拠
点
が
立
地
し
つ

つ
、
周
辺
に
は
独
自
の
技
術
を
持

っ
た
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
集
積
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
製

造
業
の
海
外
シ
フ
ト
が
進
む
中
で

競
争
力
を
強
化
し
、
勝
て
る
モ
ノ

づ
く
り
を
追
求
し
て
い
る
。

■
　Ｇ
Ｄ
Ｐ

兆
円
超

　
ク
ラ
ブ
設
立
の
理
念
は
「
モ
ノ

づ
く
り
な
ど
社
業
に
誇
り
を
持
つ

中
小
企
業
が
集
い
、
次
代
を
切
り

開
い
て
い
く
こ
と
」
を
掲
げ
る
。

多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ
が
事
業
基
盤

と
す
る
東
京
・
多
摩
地
区
は
全
国

有
数
の
モ
ノ
づ
く
り
が
盛
ん
な
エ

リ
ア
だ
。
人
口
約
４
６
０
万
人

で
、
約
３
１
０
０
事
業
所
が
拠
点

を
構
え
る
産
業
の
集
積
地
だ
。
東

京
都
の
２
０
１
０
年
の
製
造
品
出

荷
額
は
８
兆
２
４
２
２
億
円
。
こ

の
う
ち
多
摩
エ
リ
ア

市
部
・
西

多
摩
郡

は
４
兆
７
１
６
６
億
円

構
成
比

・
３
％

。
区
部
の

３
兆
５
２
２
７
億
円

構
成
比

・
７
％

と
比
べ
て
も
大
き
な
比

率
を
占
め
る
。

　
多
摩
を
中
心
と
す
る
国
道

号

線
沿
い
の
埼
玉
県
南
部
か
ら
神
奈

川
県
中
央
部
ま
で
を
含
め
た
「
広

域
多
摩
」
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

兆

円
以
上
と
い
わ
れ
、
米
国
の
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
約
２
倍
と
な
る
。

産
業
構
造
は
半
導
体
、
電
子
デ
バ

イ
ス
、
計
測
・
分
析
、
航
空
機
、

自
動
車
、
通
信
な
ど
が
集
積
し
、

製
造
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
　平
均
年
齢

台

　
こ
う
し
た
中
、
多
摩
産
業
人
ク

ラ
ブ
は
発
足
以
来
、
活
発
な
交
流

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
会
員

の
平
均
年
齢
が

歳
台
の
経
営
者

・
後
継
者
と
若
い
こ
と
も
あ
り
意

見
交
換
も
活
発
だ
。

　

年
２
月
に
は
森
精
機
製
作
所

千
葉
事
業
所

千
葉
県
船
橋
市

を
訪
問
。
森
雅
彦
社
長
の
講
演

と
、
複
合
加
工
機
工
場
を
見
学
し

た
。
講
演
は
森
社
長
の
対
話
形
式

で
実
施
。
会
員
か
ら
は
「
中
小
製

造
業
は
中
国
と
ど
う
戦
う
べ
き

か
」
「
日
本
の
工
作
機
械
業
界
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
」
な
ど
、

製
造
業
の
構
造
変
化
が
世
界
規
模

で
起
き
て
い
る
こ
と
へ
の

見
方
を
問
う
質
問
が
出

た
。

　
ま
た
「
ト
ッ
プ
の
考
え

を
社
員
に
ど
う
浸
透
さ
せ

る
か
」
「

森
社
長
が
当

時

歳
を
迎
え
る
に
あ
た

り

歳
台
の
前
半
、
後

半
で
経
営
判
断
の
仕
方
に

違
い
が
出
て
い
る
か
」
な
ど
、
日

ご
ろ
の
悩
み
や
先
輩
経
営
者
の
意

見
を
参
考
に
し
た
い
と
い
う
質
問

が
続
出
。
経
営
の
の
ヒ
ン
ト
を
得

よ
う
と
森
社
長
が
積
極
的
に
手
を

打
つ
Ｍ
＆
Ａ

合
併
・
買
収

や

外
資
と
の
連
携
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
ず

ね
る
手
も
挙
が
っ
た
。

　
ま
た
、

年

月
に
は
会
員
相

互
の
理
解
と
交
流
を
目
的
に
会
員

企
業
の
工
場
見
学
を
実
施
し
た
。

機
械
刃
物
大
手
の
ト
ラ
イ
ヤ
ー
ン

東
京
都
東
大
和
市

は
年
代
物

の
旋
盤
や
研
磨
機
が
今
も
現
役

で
、
厳
し
い
精
度
の
要
求
に
熟
練

技
術
者
の
技
で
応
え
る
様
子
を
見

学
。
大
型
の
真
空
炉
や
電
気
炉
も

あ
り
、
「
当
社
の
強
み
で
あ
る
耐

久
性
を
生
み
出
し
て
い
る
」

田

井
洋
雄
社
長

当
時
専
務

と

技
術
力
に
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
東
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ビ
ー
ム
羽
村

工
場

東
京
都
羽
村
市

で
は
１

億
円
超
の
高
価
な
電
子
ビ
ー
ム
装

置
が
あ
る
一
方
、
「
大
手
か
ら
安

く
購
入
し
て
改
造
し
た
」

上
野

邦
香
社
長

当
時
副
社
長

装

置
も
使
う
。
技
術
の
目
利
き
や
、

創
意
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

　
塩
野
製
作
所

同

で
は
主
力

の
航
空
・
宇
宙
分
野
の
部
品
の
う

ち
、
高
精
度
な
複
雑
形
状
の
チ
タ

ン
製
人
工
衛
星
部
品
を
手
渡
さ
れ

た
会
員
は
「
超
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
」

「
軽
い
」
と
驚
き
。
「
ま
ね
で
き

な
い
が
、
参
考
に
な
っ
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
た
。

■
　北
九
州
　訪
問

　
多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
地
方
出

張
に
よ
る
工
場
見
学
や
、
地
元
で

他
エ
リ
ア
か
ら
の
工
場
見
学
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
他
の
産
業
人
ク

ラ
ブ
と
の
交
流
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
特
徴
だ
。

年

月
に
は
北
九
州
地
区
の
モ
ノ

づ
く
り
を
視
察
し
た
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州
の
宮
田
工
場

福
岡
県

若
宮
市

を
訪
問
し
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
」

や
「
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー
」
「
レ
ク
サ

ス
」
の
一
部
を
受
注
生
産
す
る
第

一
ラ
イ
ン
を
見
学
し
た
。
作
業
員

は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
貼
ら
れ
た
「
生

産
指
示
紙
」
を
見
て
、
部
品
や
色

を
間
違
え
ず
に
組
み
付
け
る
。
シ

ー
ト
や
タ
イ
ヤ
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
が
行
う
一
方
、
「
ら
く
ら
く
シ

ー
ト
」
の
採
用
な
ど
作
業
現
場
を

改
善
す
る
工
夫
も
多
か
っ
た
。
会

員
か
ら
は
「
大
企
業
の
設
備
投
資

力
は
違
う
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ

た
。
懇
親
会
で
は
大
神
浩
二
日
刊

工
業
新
聞
社
北
九
州
支
局
長
が
北

九
州
市
の
経
済
・
産
業
動
向
を
説

明
、
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

　
ま
た
安
川
電
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
工

場
な
ど
を
見
学
。
モ
グ
ラ
た
た
き

ゲ
ー
ム
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
素
早

い
動
き
に
驚
い
て
い
た
。
新
日
鉄

住
金
の
八
幡
製
鉄
所
で
は
石
炭
が

山
積
み
さ
れ
た
燃
料
ヤ
ー
ド
を
経

由
し
て
高
炉
を
見
学
。
構
内
は
東

京
ド
ー
ム
２
１
０
個
分
の
広
さ
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
「
モ
ノ
づ

く
り
の
原
点
を
見
た
」
と
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
た
。

■
　合
同
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

年
３
月
に
は
新
潟
産
業
人
ク

ラ
ブ
と
新
潟
県
内
で
合
同
の
「
工

場
見
学
と
交
流
会
」
を
開
催
。
多

摩
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
５
人
が
新
潟

を
訪
れ
、
初
日
は
佐
文
工
業
所

新
潟
市
江
南
区

の
本
社
工
場

を
見
学
し
た
。
佐
文
工
業
所
は
工

業
用
ミ
シ
ン
の
上
糸
と
下
糸
を
絡

め
る
カ
マ
と
呼
ば
れ
る
高
精
度
重

要
部
品
を
一
貫
生
産
し
て
い
る
。

カ
国
に
輸
出
し
て
い
て
世
界
３

大
ブ
ラ
ン
ド
の
１
つ
。
年
季
が
入

っ
た
機
械
か
ら
最
新
機
械
ま
で
５

０
０
台
以
上
が
稼
働
す
る
工
場
を

見
学
。
１
０
０
工
程
に
も
及
ぶ
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
参
加
者
は
目
を

見
張
っ
て
い
た
。

　
同
年
６
月
に
は
掛
川
、
新
潟
産

業
人
ク
ラ
ブ
と
東
京
都
立
川
市
な

ど
で
「
若
手
経
営
者
交
流
会
ａ
ｔ

多
摩
」
を
開
催
。
会
員
企
業
は
独

自
の
技
術
を
持
つ
多
摩
エ
リ
ア
の

中
小
企
業
の
工
場
を
見
学
す
る
な

ど
親
交
を
深
め
た
。

　
精
密
板
金
加
工
を
手
が
け
る
マ

キ
ノ

東
京
都
町
田
市

、
東
成

エ
レ
ク
ト
ロ
ビ
ー
ム
羽
村
工
場

東
京
都
羽
村
市

、
塩
野
製
作

所

同

を
訪
問
。
新
規
事
業
分

野
へ
の
参
入
や
、
営
業
ノ
ウ
ハ

ウ
、
技
術
の
継
承
方
法
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
質
問
が
飛
ん
だ
。
ま

た
、
電
子
機
器
の
保
守
・
サ
ポ
ー

ト
を
手
が
け
る
京
西
テ
ク
ノ
ス
本

社

東
京
都
多
摩
市

を
訪
問
。

参
加
者
か
ら
は
「
業
種
は
違
っ
て

も
、
考
え
方
を
持
ち
帰
っ
て
使
え

る
こ
と
は
多
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
た
。
今
後
も
地
方
で
の
見
学
会

な
ど
を
通
し
、
他
産
業
人
ク
ラ
ブ

と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
い
く
考

え
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


